
歴史  2 2 中 1  社会 小テスト  その 1 こたえ

日明貿易と東アジアの交流
名前

月 日

縄文 弥生 古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山

今
日
の
問
い

室町時代の日本は、明や朝鮮、琉球・蝦夷地とどのように交流したのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 1457年にアイヌの人々が立ち上がったできごとを という。 (10点)

2 1429年に沖縄島を統一したのは、中山の王の である。 (10点)

3 蝦夷地には、 が住んでいた。 (10点)

4 1457年、首長の を中心にアイヌの人々が立ち上がった。 (10点)

5 日本は朝鮮との貿易で、 などを輸入した。 (10点)

6 日明貿易で日本が輸入したのは、銅銭・ ・陶磁器などだった。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 コシャマインは、和人の首長である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 アイヌ民族は、蝦夷地に住んでいた。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 コシャマインの戦いについて、正しいものを選びなさい。　( エ )

ア 1392年に李成桂が高麗をほろぼした戦いである イ 1429年に尚氏が沖縄島を統一した戦いである

ウ 足利義満が倭寇を取りしまった戦いである エ 1457年に首長のコシャマインを中心にアイヌの

人々が立ち上がった戦いである (10点)

10 ハングルについて、正しいものを選びなさい。　( ウ )

ア 中国で明が建国されたときにつくられた イ 琉球王国で使われていた文字である

ウ 朝鮮で15世紀中ごろにつくられた独自の文字であ

る

エ アイヌ民族が使っていた文字である

(10点)

得点 / 100

コシャマインの戦い

尚氏

アイヌ民族

コシャマイン

木綿

生糸

アイヌの人々

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら
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